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「ぼくらの宇宙旅行」と人類の課題

https://www.las2005.com

　我が家には畳 3枚ほどの屋根裏部屋がある。はし

ごを下ろして登るとそこは「思い出の世界」である。

古いアルバムや子どもたちが小学生の時に作った工

作や遊んだおもちゃがあり、壁には絵画、習字がはっ

てある。他に私が小学生の時に読んだ本が数冊ある。

『アンクルトム物語』『ロビンソン漂流記』『巌窟王』

（講談社）は 60年以上前の小学校 4～ 6年の頃に読

んだ本で、実に懐かしい。

　ひときわ汚れ、ボロボロの本は『ぼくらの宇宙旅

行』（原田三夫 著／講談社／昭和 33年発行）であ

る。「宇宙旅行はもう夢ではなくなりました」「人工

衛星がまわりだして、いよいよ第一歩がふみだされ

ました」という文章ではじまり、「宇宙案内」では

月、太陽、太陽系から大宇宙までが紹介される。ロ

ケットのしくみが説明され、「月世界の探検」「火星

旅行の計画」「ふみだす宇宙旅行の第一歩」などが

わかりやすい文章と図で解説されている。11歳（小

学校 5年）の私はむちゅうになり、この本を読み進

んだ。何度も読み直した。今になってみると、かな

り高度な物理学の内容もあり、当時の私には理解で

きないことも多くあっただろう。でもワクワクしな

がら読み進んだ感覚は今でも覚えている。

　それ以来、図書室に行って宇宙関連の本を何冊も

借りて読み、やがて「将来は宇宙のことを研究し

て、宇宙飛行士になりたい」と思うようになった。

それは旧ソ連の人工衛星スプートニク 1号が打ち上

げられた 1957 年の 3年後のことであり、ルナ 9号

が月面着陸に成功する 1966 年の 6年前だった。ア

メリカがアポロ 11号で宇宙飛行士を月に送り込ん

だ 1969 年に私は大学に入学した。私は「宇宙飛行

士の夢」をひそかに持ち続けて、大学では物理か地

球物理を学びたいと思っていたが、結果的に地質学

を学ぶことになり、「科学のおもしろさを伝えたい」

と中学校の理科の教師になった。

　人類が月に初めて降りてから55年が過ぎた今年1

月に日本の JAXAが打ち上げた探査機SLIMが月面着

陸に成功して話題になった。NASAはアポロ計画以来

の有人月着陸と持続的な月探査を民間企業や日本、

欧州などの協力も得て行なうアルテミス計画を発表

している。実業家のイーロンマスク氏は月面基地を

足掛かりに、火星への移住を視野に入れた壮大な構

想を持っているという。実現にはとんでもなく困難

な問題をいくつも解決しなければならないし、想像

を絶する膨大な費用と歳月を要することは確実だ。

　人類は 700万年前にアフリカの草原で誕生して以

来、さまざまな挑戦をしながら住む場所を広げて、

今やこの地球上に 80億人を数えるまでになった。

その人類が地球でない他の惑星に向かうことは必然

なのだろうか。どんな意味があるのだろうか。

　人類が引き起こした環境問題や人と人が殺し合

う戦争が頻発する地球で、解決が迫られている課題

は重大で多い。幼い私があこがれ、夢みた「宇宙旅行」

への挑戦は、貧困や格差、環境破壊や温暖化などの

地球の課題の解決に役立つものであってほしいも

のだ。（はしもと いたる：かがく教育研究所）

●「ぼくらの宇宙旅行」と人類の課題
●『10分後に自分の世界が広がる手紙』
　に込めた思い
●一冊の本との出会い
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童文芸家協会の授賞式でした。児童文芸ノンフィ

クション文学賞特別賞を受賞した『しあわせの牛

乳』（ポプラ社刊）の著者として登壇した佐藤さ

ん。中学校時代は不登校でほとんど登校していな

いということを爽やかに語る姿に衝撃を受け、す

ぐさま懇親会で編集担当のＹさんと一緒に挨拶さ

せて頂きました。私自身が身内に不登校経験者を

抱えていて、その大変さを少しは理解していたの

で、恥ずかしながら前のめりな挨拶だったと思い

ます。

遂に制作スタート

　打ち合わせを重ねてゆく中で、不登校は学校に

行けていないという事実よりも、自信を無くし将

来に対し希望が持てなくなってしまうことが本当

に残念なこと、という話が出ました。ここから大

人になるということは様々な選択肢が広がってい

て、可能性に満ちているという本書で伝えたい軸

ができました。そして当時不登校だった頃の自分

に語りかけるように書いていこうと決まりました。

本シリーズでは、不登校、家族との相次ぐ死別、

紛争地・災害地での取材を通して感じた佐藤さん

の想いを、一話 10 分で読めるアンソロジー形式で

収録。巻頭には実際に佐藤さんが撮影した写真を

掲載し、状況がイメージしやすいような作りにし

ました。過酷な経験を経てもなお世界は美しいと

言い切る佐藤さん。経験に裏打ちされた言葉には

『学校がもっと好きになるシリーズ』刊行について

　東洋館出版社は創業以来、教員向け教育図書を

出版しており、「熱意はきっと子どもに届く。」を

キャッチフレーズに活動しております。板書の書

き方、学級運営の方法、教科指導など教員のため

の実用書を刊行しております。いわば教員を通じ

て児童生徒を支援してきたわけです。そんな中、

児童生徒に直接手にとってもらえる『学校がもっ

と好きになるシリーズ』を 2018 年より刊行しまし

た。シリーズにこめた思いの中心にあるのは、ど

の子にも学校という場の魅力を伝えたいというこ

とです。自分が所属する学校に限らず、近しい年

齢の子どもたちが集って学ぶ場としての学校の魅

力です。不登校として数字に上がっているかどう

か関係なく、学校で息苦しい思いをしている子ど

もたちにも、学校という場への気持ちの変化のきっ

かけになるような本を出していきたいと考えてい

ます。

佐藤慧さんとの出会い

　今回ご紹介する佐藤慧著『10 分後に自分の世界

が広がる手紙』（全３巻）は『学校がもっと好きに

なるシリーズ』第３弾。それまでは小学校低学年

向けの作品を刊行していたのですが、ここに来て

初めて中学生向けの読み物を刊行することになり

ました。

　著者の佐藤慧さんに最初にお会いしたのは、児

上原 剛典

『10 分後に自分の世界が広がる手紙』に込めた思い

＊写真左：筆者
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て印象的なことが書かれています。

とてもきびしい環境ですが、それでも大人たち

は、少しでも余裕ができると、キャンプに「学校」

をつくります。（中略）それでも先生たちは、「教

育こそが、戦争を止めるために必要なものだ」と、

毎日授業を続けるのです。（『勉強なんてしたく

ない君へ』66 頁）

　勉強することは将来の選択肢を増やして自分の

未来を形成すると同時に、世界の未来をも変える

力があると言うのです。ここに教育の本質が表れ

ているように感じました。勉強の反対は戦争、未

来を変える力があるのは、自分たちであり子ども

たちであるという意識。佐藤さんの文章を読んで

いると自らの視野の狭さに気づくと同時に、自分

の力を信じてみようと思えてきて力がみなぎる。

多くの子どもたちにそんな体験をしてほしいと願

います。

企画の源は図書館関係者の意見

　私は営業部に所属しているので、普段は図書館向

け図書の展示会のサポートや書店への販売促進の仕

事をしています。編集部のＹさんと新しい企画の話

をするときは、いつも図書館関係者の皆様から頂い

た意見を参考にしています。ある学校図書館担当の

方が次のようにおっしゃっていました。「子どもに

読ませたい本と、子ども自身が読みたいと思う本は

一致しない事もある。しかし図書館は子どもにとっ

て自由で開かれた場所。教員側の都合はあるが、子

どもの要望にも寄り添い、居心地の良い空間にした

い。図書館の主役は本を借りに来る子どもたちで

す。」子どもへの目線の温かさを感じるコメントに

我に返る思いでした。これからも子どもたちが学校

を少しでも好きになるきっかけとなる本に関わって

ゆきたいと、改めて思い直した次第です。今年も学

校図書館の展示会で皆様とお会いできるのを楽しみ

にしています。（うえはら たかのり：東洋館出版社）

力があり、胸を打たれました。遠い海外の話でも、

佐藤さんの視点で語られる内容は自分事として感

情移入できるのです。

　佐藤さんとお会いして感じることは、常にフラッ

トで前向きなテンションだということです。こち

らの話を丁寧に先入観なしに聞いてくださる。ア

イディアを提案すると、できないという返事はま

ずなく、それならもっとこうすると面白いと、ア

イディアにアイディアを重ねてくる。常に相手へ

の配慮があり言葉に嘘がない。

　佐藤さんはフォトジャーナリストとして難民

キャンプや紛争地で取材をしています。その場所

は日本では想像もつかないほどの過酷な環境であ

るにも関わらず、被写体の表情は生き生きしてい

る。これはひとえに佐藤さんの人に接する姿勢の

賜物だと思います。

遂に刊行

　本シリーズは 2021 年の３月というコロナ禍ど真

ん中に刊行されました。学校図書館向けの展示会

は軒並み中止となり図書館関係者とお会いする機

会が激減してしまいました。そんな中でも僅かに

開催されている学校図書館向け展示会を見つけて

は、会場のサポートを行いました。

　コロナ禍でも感染対策をして自己責任で展示会

に来場される先生方は本当に熱心。話を聞くと自

己肯定感の低い子どもに将来への希望を持ってほ

しいという先生方の想いは強く、本シリーズに対

するお褒めの言葉を沢山頂戴しました。その場で

涙を流しながら読んでいた先生もいらっしゃいま

した。子どももそうだが、大人が読んでも考えさ

せられる、なんで教員になったのか思い出した、

絶対に図書館に入れなければならない、などなど

沢山の反響を頂きました。読者の皆様の支持もあ

り、2022 年９月には児童ペン賞ノンフィクション

賞を受賞しました。

世界が広がるということ

　『勉強なんてしたくない君へ』の一遍、『君は戦

争を止められる』にシリアの難民キャンプについ

10 分後に自分の世界が変わる手紙シリーズ（全３巻）

『毎日がつまらない君へ』『君はどんな大人に

なりたい？』『勉強なんてしたくない君へ』

https://toyokan-publishing.jp/loveschool/index.html
https://toyokan-publishing.jp/loveschool/index.html
https://toyokan-publishing.jp/loveschool/index.html
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　一生のうち　何冊の本に出会えるか？　最近そん

なことを考えます。その数は人それぞれだし、読む

ジャンルのさまざまだと思います。

　私は新潟県糸魚川市で学校司書をしています。主

に小学校図書館で仕事をしていますが、巡回業務と

して月に数回、中学校へも勤務しています。学校図

書館という場所から、小・中学校と合わせて９年間

の関りを持つ子どもたちもいます。このかかわりの

中で、本や図書館の価値が少しでも分かってもらえ

るようにと日々奮闘しています。

　小学校の頃は学校図書館を利用していた子どもた

ちが中学校になると利用しなくなる現状を近年、目

の当たりにします。多くの生徒たちはいろいろなこ

とに忙しく、本を読まないとも耳にします。子ども

たちの周りにいる大人からは「どうしたら、本を読

むようになるか？」と相談されることもしばしばあ

ります。いろいろな生徒がいる様に、読まない理由

もそれぞれだと思います。

　学校図書館での本との出会いは館内を閲覧し、自

分でみつけることが出来る生徒もいますが、「読み

たい本がみつからない」と言ってくる生徒もいます。

司書である私にとってチャンス到来です。たくさん

本を読んでいて、次に読む本が見つからない子もい

れば、普段は全く本を読まないのに、私をみつけて

話しかけてくる子もいます。時間が許す限りその子

たちとやり取りして「今の気持ちに合う一冊」を一

緒に探そうと努めています。話題の小説から選んだ

り、小説ではなく、今一番関心があることが書いて

あるものが載っている本を探したりと、その時々で

その子と少し話をして、今までどんな読書経験があ

るのか確認してから渡します。この時間は生徒に

とっても私にとっても貴重な時間です。なぜならば

その手渡した一冊がもしかしたらその子の世界を広

げるかもしれないし、私にとってはその蓄積が司書

としての財産となっていくからです。

　読後の感想をあれこれと言ってくれる子もいま

すが、「読まなかった」と正直に言ってくる子もい

ます。それでもいいと私は思っています。読まな

かったのか読めなかったのかは、わかりませんが、

その本を手にすることができたのだから。本を通

じて司書とやり取りができた思い出は手渡された

本と同じぐらい大事な時間になっているような気

がします。大人になった時、そんな学校司書がい

たことを何かの拍子に思い出してもらえたら嬉し

いです。本を探すためのやり取りは、時には世間

話を交え、時にはどうしてその本を読みたいのか

という話題にも広がります。そんな話ができる人

が学校図書館にはいると思ってほしいのです。毎

日は学校図書館に司書がいないかもしれませんが、

先生とも保護者とも違う立場の大人があなたの傍

にいることを知っていてほしいです。本との出会

いは人との出会い…そういうことも知ってほしい

と思っています。

　本との出会いの場は図書館だけではありません。

応援しているタレントが出演する映画やドラマを見

て、その原作小説や漫画を読んでみたくなることも

あります。映像作品を何度も見るのと同じように、

何度も読み返す本に出会えるかもしれません。面白

いと思ったら、同じ作者の違う本や時代背景が似て

いる小説を探して読むかもしれません。本の世界へ

の入り口は、自分の生活のあらゆるものが入り口と

なると知れば、どんどん読んでみたい本がみつかる

はずです。もちろん紙の本で読まなくても、電子書

籍でもいいと思います。自分の好きな作品をみつけ

て、その世界観を深堀してみることは、きっと楽し

いと思います。

　何かのついでに書店に行ってみるのも、本と出会

う方法のひとつです。

　書店には今の日本で流行っているものの情報をた

くさん知ることができる場所でもあります。そして、

これから話題になりそうなこともいち早く発見でき

る場所でもあります。目に留まったものを手にして

本を選ぶ中学校版

朝日 仁美

一冊の本との出会い
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みんなでゴスペル！
学校で、サークルで、お家で

日本で初めてのゴスペルの教科書！

記録媒体もない時代に人から

人へ歌い継がれてきた古い時

代のシンプルで力強い歌。そ

の中から 8曲を選び楽譜とし

て収録しました。すぐに覚え

てみんなで歌え、歴史も学べ

る入門書。子ども

達と著者の長年の

ゴスペル体験から

生まれた本です。

朔北社 〒191-0041　東京都日野市南平 5-28-1-1F
℡042-506-5350 http://www.sakuhokusha.co.jp

山本 愛 /編著 ●A4 判 /80 頁 / 定価：本体 2400 円 + 税

※お手本と伴奏のＣＤ音源付き。

2024「本を選ぶ」広告版下　小・中・高共通 -.pdf   1   2024/02/29   15:45:13

みると自分では気付いていない関心ごとを気付ける

かもしれません。

　子どもの頃に読んだものとは違う絵本に出会うか

もしれません。絵本は子どもが読むものと思ってい

る人もいるかもしれませんが、ぜひ大人になってか

らも絵本を読んでほしいです。環境問題や気候変動

をテーマにした作品や女性科学者の伝記なども絵本

として出版されています。難しい内容でも絵本で読

むと分かりやすいこともあります。また悩みを抱え

ていたり、心が疲れていたりする時に絵本を読むと、

思わずクスっと笑ってしまうことや心癒されること

もあります。中学生もどんどん絵本を手にしてほし

いと思っています。

　「誰の傍にも本はあります。困った時や悩んだ時

に、本を開いてみてください。きっと解決のヒント

が見つかるはずです。」この文章は毎年小学校を卒

業する６年生に贈るものです。こちらを文集などに

学校司書という肩書きと共に載せてもらっていま

す。何でもインターネットで検索できる時代です

が、「本」や「図書館」というものの存在を忘れな

いでほしいという願いを込めて贈っています。一生

のうち何冊ではなく、どんな本に出会えたか？　が

重要なのです。一冊でも大事な本に出会えたら、そ

こから広がる世界は無限であることを知ってほしい

です。

（あさひ ひとみ：糸魚川市学校司書 /絵本専門士）

本を選ぶ中学校版

渋沢栄一を知る事典

不朽の大作 「源氏物語」 のストーリー展開、 人

物関係、 時代背景、 作者像、 文学作品として

の影響や関係資料などまるごと理解出来る事典。

探求学習 ・ レポート作成にも役立つ１冊。

源氏物語を知る事典
西沢正史　編

定価 3,300 円

ISBN 978-4-490-10938-2

渋沢栄一記念財団　編

ISBN 978-4-490-10824-8

新装版

（本体 3,000 円 ＋ 税）

多くの企業 ・ 団体の設立 ・ 経営に関わり日本資

本主義の父といわれる渋沢栄一。 社会事業や民

間外交にも尽くした人物像と業績をコンパクトにま

とめた実業家 渋沢栄一を知る最適な入門書。

定価 3,080 円
（本体 2,800 円 ＋ 税）

装丁に
漫画家 山田南平さんの

装画を採用

2024 年
新一万円札の

肖像画に

〒101-0051  東京都千代田区神田神保町 1-17
TEL 03-3233-3741    FAX 03-3233-3746東京堂出版株式会社

公益財団法人

https://sites.google.com/view/michineko/%25E3%2583%259B%25E3%2583%25BC%25E3%2583%25A0
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https://www.minervashobo.co.jp/book/b636155.html
https://suzuki-syuppan.com
https://publications.asahi.com/original/shoseki/sv/

